











































及び ICT の効果的活用及び教材開発―」である。レベルの異なる学生を 1つの
クラスで学ばせ、その効果を最大にするために TAとWeb教材を活用するとい
う試みだ。2012 年から 2014 年度まで 3年間、毎年少しずつ改善を行いなが
ら実施してきた。その成果がこの報告書にまとめられているわけだが、我ながら
うまくいったと思っている。日本語教育のトレーニングをきちんと積んだ TAと
科目担当教員のチームワーク、授業担当者の毎日の教材開発、TAが毎回の授業
を通して行った教師として成長するための振り返り、それらすべてがいい方向に
有機的に作用したことが今回の成果を生んだのだと思う。この報告書にも書かれ
ているように、履修した学生からは、とてもポジティブな評価を得ており、「自
分の国の日本語授業では経験したことのない授業だった」という、まさに日本語
教育機関の果たすべき役割が果たせたことを示すコメントも得られているし、さ
らに、授業に参加した TAの多くは、日本語教師としての自己成長を自らが感じ
ている。毎回の授業前と授業後に、TAと担当教員がしっかりと時間をとって振
り返りを行い次の授業に臨むことは、TAにとっても担当教員にとっても簡単な
ことではなかったと思う。しかし、それを通して、TAは目覚ましい成長を遂げ
たのである。今回の試みは、留学生に対する日本語教育として、一定の成果があ
ったのみならず、日本語教員養成の一環としてもすばらしい成果を上げたといえ
るだろう。
　SGUの採択を受け、本学の国際化はますますスピードを上げて実施されてい
くこととなるだろう。そして、これまでにも増して、多くの留学生が日本語教育
センターの授業を受けることとなる。日本語教育センターは、今後も、立ち止ま
ることなく、本学の国際化に少しでも貢献できるよう、日々努力を続けていく。
　135
そして、その活動を通して、教育研究機関としての日本語教育センターの認知度
をアップさせていきたいと思う。
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